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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 3,425 △14.7 △95 ― △92 ― △68 ―

30年3月期第2四半期 4,014 △5.3 △65 ― △83 ― △657 ―

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　△75百万円 （―％） 30年3月期第2四半期　　△658百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 △7.09 ―

30年3月期第2四半期 △68.51 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 6,494 764 11.8

30年3月期 7,028 840 12.0

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 764百万円 30年3月期 840百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,229 △9.3 △152 ― △150 ― △131 ― △13.70

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 11,856,669 株 30年3月期 11,856,669 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 2,253,003 株 30年3月期 2,252,936 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 9,603,714 株 30年3月期2Q 9,604,098 株

　　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務
諸表に対する四半期レビューが実施中です。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条
件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想
など将来予測情報に関する説明」及び本日別途開示する「第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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株式会社ショクブン 

（東証・名証２部） 

平成３１年３月期 第２四半期決算短信（発表資料の要約） 

 

当社の平成３１年３月期 第２四半期決算につきまして、配布の決算短信のとおり発表させていただきます。 

 

１．業績について 

 イ 当第２四半期累計期間の業績 

 （連結） （個別） 

 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ３４億２５百万円 ８５．３％ ３４億２０百万円 ８５.３％

営 業 損 失 △９５百万円 － ％ △１億２５百万円   － ％

経 常 損 失 △９２百万円   － ％ △９０百万円   － ％

四 半 期 純 損 失 △６８百万円 － ％ △５５百万円  － ％

１株当たり四半期純損失 △７円０９銭 △５円８１銭 

（注）当社の連結対象子会社は、株式会社食文化研究所と事業食サービス株式会社の２社であります。 
①   売上高は３４億２５百万円になりました。当第２四半期連結累計期間につきましては、消費者の強

い節約志向や、人手不足の雇用環境における要員不足など、当社グループにとり、厳しい環境で推移
したこともあり、売上高は前回予想を下回る結果となりました。 
このような状況下、当社グループは、主力事業である個人宅配において、引き続き販売体制の強化

を図り、売上高、顧客の増加を目指すことで、安定した売り上げの確保に努めてまいります。 
②   結果、売上面では、主力のメニュー商品売上高については、３２億３９百万円（前年同四半期比８

３．８％）になり、特売商品売上高については、１億８５百万円（前年同四半期比１２３．９％）に
なりました。 

③   経常利益は９２百万円の経常損失（前年同四半期は８３百万円の経常損失）になりました。当第２
四半期においては、大阪府北部地震や北海道胆振東部地震の他、８月には台風の本州への直撃もあり、
野菜価格等が上昇しましたが、生産性の向上を図り、作業の見直しを行ったことで、製造にかかるコ
ストを削減したこともあり、売上原価率は６２.４％と前年同四半期の６２.３％とほぼ同水準になり
ました。 
その一方で人件費をはじめ、経費全般の見直しを行い削減に努めた結果、販売費及び一般管理費は、

前年同四半期に比べ１億９６百万円減少し、１３億８４百万円になりました。 
④   また、旧東京支社宮前営業所を売却したことにより５１百万円の固定資産売却益を計上したことも

あり、親会社株主に帰属する四半期純利益は６８百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失（前年
同四半期は６億５７百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）になりました。 

 

 ロ 通期の業績予想 

 （連結） （個別） 

下 期 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ３８億０４百万円 ９６.２％ ３８億０６百万円 ９６.４％

営 業 損 失 △５６百万円 ―％ △６２百万円 ―％

経 常 損 失 △５８百万円 ―％ △６３百万円 ―％

当 期 純 損 失 △６３百万円 ―％ △６５百万円 ―％

通 期 前期比  前期比 

売 上 高 ７２億２９百万円 ９０.７％ ７２億２６百万円 ９０.８％

営 業 損 失 △１億５２百万円 ―％ △１億８７百万円 ―％

経 常 損 失 △１億５０百万円 ―％ △１億５４百万円 ―％

当 期 純 損 失 △１億３１百万円 ―％ △１億２０百万円 ―％
１株当たり当期純損失 △１３円７０銭 △１２円５９銭 
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２．株主還元策について 

 イ 配当金 

   当社は、株主様に対する利益還元を経営の最重要課題として位置付けており、配当政策は、長期的

かつ安定的な配当の実現を基本方針としております。 

   平成３１年３月期の業績予想は親会社株主に帰属する当期純損失となる見込みです。係る状況に鑑

み、経営資源を事業活動に集中し、業績の早期回復を最優先とするため、誠に遺憾ではございますが、

中間、期末配当を見送らせていただくことといたしました。 

当中間配当金 無配とさせていただきます。 

期末配当金予想 無配とさせていただきます。 

 

ロ 株主優待策 

 平成３１年３月期の業績予想は親会社株主に帰属する当期純損失となる見込みです。このような経

営状況を鑑み、検討を重ねました結果、平成３０年９月末における株主優待の実施を見送らせていた

だくここといたしました。 

 今後も株主様への利益還元が当社の最優先事項であると認識し、早期の業績回復に努め、企業価値

の向上に全力を尽してまいります。 

 

３．財政状態について 

 財政状態は、決算短信添付資料２ページ「（２）財政状態に関する説明」に記載のとおりです。 

 自己資本比率は、前期末の１２．０％から１１．８％になりました。この主な理由は、利益剰余金等の

減少により、純資産が７５百万円減少したことによるものであります。 

 

４．設備投資について 

当第２四半期 

累計期間 

設備金額 ７百万円 主なものは 

設備の新設、更新等                 ５百万円 

リース資産                     １百万円 

ソフトウェア                    １百万円 

 減価償却費 ４６百万円 

通期予想 設備金額 

 

当第２四半期累計期間分を含め、２７百万円を予定しております。 

設備の新設、更新等                 ９百万円 

 リース資産                     ５百万円 

 ソフトウェア                    ６百万円 

 減価償却費 ９０百万円 

 

５．通期の見通しについて 

当社グループでは厳しい経営環境を鑑み、売上、経費の両面から宅配業務の見直しを引き続き推進して
まいります。同時に、仕入体制の改善により仕入コストの削減を行うことで安定した収益構造の確立に努
めてまいります。 
また、商品のラインアップを充実させるとともに、消費者目線に立ったサービスを展開し、お客様

にご満足頂くと同時に顧客の増加を図ってまいります。 
以上、当第２四半期連結累計期間の業績の結果及び下期の見通しにより、通期の業績につきまして

は、前回発表予想（平成３０年５月１５日発表）を修正し、売上高は７２億２９百万円、営業利益は
１億５２百万円の営業損失、経常利益は１億５０百万円の経常損失、親会社株主に帰属する当期純利
益は１億３１百万円の親会社株主に帰属する当期純損失を予定しております。 
           

 
 

以  上 
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